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　QA C／QA C++のライセンスについて　
この度は、PRL社製QA C/QA C++をご購入いただきまして、誠に有り難うございます。

QA C/QA C++の正式ライセンスを取得するためには“lmutil lmhostid”コマンドの実行結果を知らせていただく必要があります。お手数ですが、3ページ目のライセンス申請書に必要事項をご記入の上、お早めにご申請下さいますようお願いいたします。
記入にあたっては、4ページ目以降の記入要領を参考にしてください。

最新版のライセンス申請書(Wordファイル)は、次のサイトからダウンロードすることができます。
http://www.toyo.co.jp/ss/QA C/licence_QA C.html#i2
1. サーバーの形態
1台のコンピュータでライセンスの管理を行う「シングルサーバー」と3台のコンピュータで多重管理を行う「冗長構成のサーバー」があります。

「シングルサーバー」では、LANで接続されている任意のコンピュータをライセンスサーバーとして使用します。

「冗長構成のサーバー」では、メインサーバー、バックアップサーバーおよび管理サーバーの3台でライセンスの管理を行います。最初に、3台のコンピュータでライセンスサーバーが正常に動作していることが確認できた後は、いずれか1台のサーバーがダウンしても、ライセンスの供給は通常通り行うことが可能です（2台のサーバーが動作していれば、通常通りのライセンス供給が行われます）。なお、この3台のコンピュータは、LANで接続され、且つ、同一ネットワーク内で動作している必要があります。また、異なるOSで3台を構成した場合、正常に動作しないことがあります。

2. ライセンスサーバーのOS

ライセンスサーバーはQA C(あるいはQA C++)の動作プラットホームに関係なく、Windows、Solaris、HPあるいはLinuxのいずれでも使用することができます。ただし、OSのバージョンによって、ライセンスマネージャが正常に動作しないものもありますので注意して下さい。特に、日本語版のWindows XP SP2を使用した冗長構成のサーバーでは、正常に動作しないことがあります。冗長構成サーバーの場合、日本語版のWindows XP SP2のご使用は避けてください。
3. （モバイル対応）BORROWによるライセンス借用

通常は特定のネットワーク上でQA C/QA C++をご利用のお客様が、一時的に出張先などでQA C/QA C++をご利用になりたい場合、ライセンスサーバーから一時的にライセンスを借用することが可能です。

この機能を使用するには、BOROOW機能付きのライセンスファイルを使用する必要があります。また、最大借用期限を7日または14日の何れかで設定が可能です。

なお、前倒しで返却するという機能はサポートしていません。

注意:
BORROWによるライセンス借用はQA C++　Ver1.5 および　QA C Ver6.0 以降のフルライセンスで利用可能です。これより前のバージョンや、ＧＵＩだけ利用できるライセンスではご利用できませんのでご注意下さい。

4. 異なるライセンス形態のサーバーについて

従来、同一製品（例えばQA C）で、異なるライセンス形態（例えば、ＵＮＩＸ用とWindows用）をご使用になる場合、別々のサーバーを準備していただいていましたが、1台のサーバーでの管理が可能になりました。この場合、1枚の申請書で申請していただく必要がありますのでご注意下さい。

5. アップグレードに伴うライセンス申請について

QA CおよびQA C++のライセンスは、ツールのバージョンによって使用できないものがあります。新しいバージョンにアップグレードされる場合、ライセンスの再申請が必要になる場合があります。

ライセンスファイルの#で始まる行の最後を確認して下さい。例えば、以下の場合はQA C Version 4.5.3からVersion 6.0.nまで動作させることができます。
# QA C licencing: single-user, floating, command-line, perpetual, Windows, version 6.0
6. 90日間限定ライセンス

新規のお客様で、恒久的にライセンスサーバーとして使用するコンピュータが未定の場合、90日間有効なテンポラリライセンスを発行することが可能です。
また、FLEXlmより以前のQA CまたはQA C++をご利用のお客様で、FLEXlmの動作確認を行いたいとうお客様にも90日間限定ライセンスを発行させていただきます。

7. ホストIDの取得
ホストIDの取得は“lmutil lmhostid”で行います。
1. ライセンスサーバーにするコンピュータの任意のディレクトリにFLEXlmをインストールして下さい。（詳細は、各製品のインストレーションノートかリリースノートをご参照下さい。）
2. FLEXlmをインストールしたディレクトリに移動して下さい。

3. lmutil lmhostidを実行して下さい。
例えば、Windowsでは以下のようになります。コマンドプロンプトで実行する必要があります。
C:\Program Files\PRQA\FLEXlm-9.5>lmutil lmhostid

lmutil - Copyright (c) 1989-2004 by Macrovision Corporation. All rights reserved.

The FLEXlm host ID of this machine is "xxxxxxxxxxxx"
                                       ^^^^^^^^^^^^ ←ホストID

ホストIDが全て0となる場合や、LANボードがないコンピュータで、スタンドアロンで使用される場合は “-vsn” オプションを指定します。以下のようになります。

C:\Program Files\PRQA\FLEXlm-9.5>lmutil lmhostid -vsn

lmutil - Copyright (c) 1989-2004 by Macrovision Corporation. All rights reserved.

The FLEXlm host ID of this machine is " DISK_SERIAL_NUM=xxxxxxxx"
                          ホストID → ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 
※ ホストIDの取得については、Windows版の場合は次のURLもご覧ください。
http://www.toyo.co.jp/ss/qac/user/pwd_lock/maintenance/tips/FLEXlm_host_ID.html
注意:

· FLEXlmより前のライセンス形態で、QA C/QA C++をご使用中のお客様は、パーマネントライセンスの発行後に、以下のものを返却または提出して頂く必要があります。

PC版の場合   :  HASPキー

UNIX版の場合 :  ライセンス削除証明書

· ライセンスの発行は、保守契約を結んで頂いているお客様に限らせていただきます。
送付先
E-MAIL：　ss_lic@toyo.co.jp
FAX：　03-3246-0645　 TEL：　03-3245-1248　　
(株)東陽テクニカ　ｿﾌﾄｳｪｱ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ　QA C / QA C++ライセンス申請係 宛
　QA C/QA C++ライセンス申請書　
本申請書は、QA C4.5.3／QA C++1.5.0、および、これ以降のバージョン用です。

ご記入にあたっては、別紙の記入要領に従って、①～⑰までを楷書ではっきりとお書き下さい。
最新版のライセンス申請書(Wordファイル)は、次のサイトからダウンロードすることができます。
http://www.toyo.co.jp/ss/qac/licence_qac.html#i2
E-Mail(ss_lic@toyo.co.jp)またはFAXでお送り下さい。
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http://www.toyo.co.jp/privacy.html
　QA C/QA C++ライセンス申請書記入要領　
このライセンス申請書は、QA C4.5.3／QA C++1.5、および、これ以降のバージョン用です。
これ以前のバージョンのライセンスファイルのご申請については、ss_lic@toyo.co.jp 宛てにお問い合わせください。

· 注意事項

· ＜動作可能バージョン＞
ライセンスファイルは、ライセンスファイルを作るときにリリースされているQA C/QA C++の最新版までが動作するものをお作りします。
アップグレード以外で申請された場合も、QA CはVersion4.5.3～最新バージョンまで、QA C++はVersion1.5～最新バージョンまでが動作するライセンスファイルをお作りします。

· ＜申請書の必要枚数＞
動作させるサーバー1式に対して、申請書が1枚必要です。
サーバー1式で管理していた複数のライセンスの一部を別のサーバーに移動する場合、2式のサーバーが動作することになりますので、それぞれのサーバー毎に申請書を記入してください。

· ＜ライセンス発行までの必要日数＞
ライセンスファイルはイギリスのメーカーで作成するため、イギリスの公休日次第ではライセンスの発行が遅れることがあります。殆どの場合は、弊社の3営業日以内には発行させていただいていますが、12月24日以降のご申請の場合、ライセンスの発行が翌年になることがあります。できるだけ余裕を持ってのご申請をお願いいたします。なお、申請をしていただいた後3日以上たってもライセンスが届かない場合は、お手数ですが ss_lic@toyo.co.jp までお問い合わせ下さい。
· 記入要領
1 申請形態
	· 新規
	：
	新しくQA C/QA C++をご購入頂いたお客様はこの形態を指定して下さい。

既にご利用中のお客様でも、既存のライセンスとは別に管理（別途ライセンスサーバーを構築）される場合は、この形態を指定して下さい。

	· 追加
	：
	既にご利用中のお客様で、ライセンス追加のためにご購入された場合は、こちらを指定して下さい。

	· アップグレード
	：
	QA CやQA C++ の新しいバージョンをご利用になるためのライセンス申請の場合にこの形態を指定して下さい。
アップグレードと同時に、追加、移動、あるいは、プラットホーム変更を行いたい場合は、追加、移動、あるいは、プラットホーム変更を指定してください。

	· 移動
	：
	ライセンスサーバーを変更する場合に指定して下さい。

また、複数のサーバーを、1台に統合したい場合、あるいは、１台のサーバーで管理していたライセンスを複数のサーバーに分ける場合もこの形態を指定して下さい。

	· プラットホーム変更
	：
	QA Cを動作させるプラットホームを変更する場合は、こちらを指定してください。（プラットホーム変更には別途費用が発生します。事前に弊社までご連絡をお願いします。）


②,④　総ライセンス数
同一サーバーで管理されるライセンスの合計数を、動作プラットホームとライセンス形態をご確認の上、該当する欄に記入して下さい。
1式のサーバーで管理するQA C/QA C++のライセンス数を全て明記してください。

1式のライセンスサーバーでは、QA C/QA C++のライセンスを管理するライセンスマネージャは1つだけしか動作しません。既に、QA C/QA C++のライセンスマネージャが動作している場合は、ライセンスファイルを置き換えることになります。

動作プラットホームは、ライセンスサーバーではなくQA C/QA C++をご使用になるコンピュータですのでお間違えのないようにお願いします。
なお、ライセンス形態はそれぞれ以下のようになります。

	· フルライセンス
	：
	GUIによる解析とコマンドラインによる解析が可能です。

	· GUI(フローティング)
	：
	GUIによる解析が可能です。

	· GUI(ノードロック)
	：
	GUIによる解析が可能です。⑦のホストIDを持つPCでのみ使用可能です。


注意）現在、フルライセンスのノードロックをご使用中のお客様は、お手数ですが”ﾌﾙﾗｲｾﾝｽ”の文字を削除し、”ﾉｰﾄﾞﾛｯｸ”と記入して下さい。
③,⑤　既存ライセンス数
現在、サーバーで管理してしるライセンスの数を記入してください。

6 ライセンスの種類
恒久的にライセンスサーバーとして使用するコンピュータが未定の場合、「90日限定ライセンス」をご利用下さい。QA C4.4.2およびQA C++1.3.2以前のバージョンから移行される場合の、ライセンスマネージャーの評価用としても利用可能です。
記入がない場合は、パーマネントライセンスを発行いたます。

7 “lmutil lmhostid”実行結果
“lmutil lmhostid”は、サーバーとするコンピュータで実行してください。
「シングルサーバー」及び「GUIノーロドック」ライセンスの場合、“lmutil lmhostid”実行結果をサーバー1の欄に記入して下さい。「冗長構成のサーバー」をご希望の場合は、3台分の実行結果をサーバー1からサーバー3にご記入して下さい。（2台では動作しません）
なお、“lmutil lmhostid”実行結果が、空白で区切られて複数出力された場合も、全て記入してください。
なお、申請書をE-Mailに添付して送付される場合は、転記ミスを回避するために半角英数字で記入してください(実行結果のコピー／ペーストをお勧めします)。
FAXで送付される場合は、全角英数字で(手書きの場合は楷書ではっきりと)書いてください。

8 旧ライセンス情報
QA C4.4.2またはQA C++1.3.2以前のバージョンからのアップグレードの場合：

PC版の場合： HASPキーの外側に貼ってあるシールの番号を記入して下さい。

白いシールの場合　”PR:QA-nnnn"を記入して下さい。

上記シールがない場合は、透明のシールに金色の文字で"KCRBD  KP  XXXXXX"と記入されている最後のXXXXXXを記入して下さい。

UNIXの場合： prlhostの実行結果を記入して下さい。
QA C4.5.3またはQA C++1.5以降の版からのアップグレード、またはライセンス移動の場合：

“lmutil lmhostid”実行結果を記入して下さい。

9 BORROW

最大借用期限を、7日または１４日の何れかを指定して下さい。記入がない場合は、BORROWなしとさせていただきます。（QA C6.0、QA C++1.5から、フルライセンスで使用可能です）
10 ～ ⑭　会社名、部署名、お名前、TELおよびFAX
貴社名とライセンスを管理されている方（あるいはご購入担当者）の御所属ならびに連絡先を記入して下さい。

15 E-Mail

ライセンスファイルは、ここに記入していただいたE-Mailアドレスに送ります。原則として⑫で記入していただいた方のアドレスを記入して下さい。何らかの理由で、⑫に記入していただいた方のアドレスでない場合は、E-Mailアドレスとお名前をお書き下さい。
⑯,⑰　既存SO番号
申請形態が新規購入以外の場合に、既存ライセンスのSO番号をできるだけ記入して下さい。

SO番号は、FLEXlmのライセンスを送付するE-Maileの件名に記入されています。

殆どの場合、⑩～⑭でお客様の確認は可能ですが、SO番号を記入していただくことで、確認作業をより正確に行うことができます。

以上で申請書の記入が終わりました。E-mailに添付するかFAXで申請書を送って下さい。

問合せ先

E-MAIL：　ss_lic@toyo.co.jp
FAX：　03-3246-0645

TEL：　03-3245-1248
 (株)東陽テクニカ　ｿﾌﾄｳｪｱ･ｿﾘｭｰｼｮﾝ　QA C / QA C++ライセンス申請係
以　上
